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お問い合わせ巧一 


お困りのときや、ご不明な点などございましたら、 
お気軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡くださ 
し、。 


ソフトパンクカスタ7—ヴポート 
燃をミ巧 

ソフトバンク携帯電話から 1已7撫料) 

-般電話から ©0800- 日1日-01曰7 (無料) 


紛巧 • 巧障受付 

ソフトバンク携帯電話か5 113 (無料) 

-般電話から ©0800-919-01 13 (無料) 


スマートフオンテクニカルヴポートセンター 

スマー トフオンの操作 ミ 巧はこち百 

ソフトバンク携帯電話から 151(無料） 

一船電話かち ©0800-1700-151 (無料） 


ソフトバンクモパイル国隐コールセンター 


海外か S のおいをわせ 
および咨難 • 紛失のご連描 


+8 1-3 -已3已 1-3491 
馆料、ソフトバンク携帯電話からは無料) 


化ずお守りください 


ご使用の前に、必ず r まを上のごま意 J (な裏面) 
をお読みになり、正しくを全にお使いください。 


端子ち巧軸をせないで！ 

金属類などで端子を接続すると 
火災や故障などの原因となりま 
す。 



分解-巧造しないで！ 

けが、感電などの原因となります。 



防水を過信しないで！ 

内卽に液体び入ると、発熱や感電、〇 
故障などの原因となります。 



指定品なかは巧わないで！ 

発熱、発义、故障などの原因とな 
0ます。 



加熱しないで！ 

発火、故障などの原因となりまず。 






















マナーにご LI て 


携帯電話機の電波は旧収率 ( SAR ) について 


お願いとごを意 


♦病院はもちろん映画館などでち、電源を切りま 
しよラ。 

♦淸行機巧で携帯電話が使用できる場合は、航空 
会社の指示に従い適切にご使用ください。 

• 電車の中などでは車内アナウンスや掲示に従い 
ま U ょっ。 

♦運起中の使用は、法律で禁止されていまず。 


マナーを巧るための语利な機能 


マナーモー 


電話がかかってさたときなどに、着信音を鳴 
らさずに振動でお知らせします。 


電液 off モード 


電源を入れたままで、電艘の送受信を停止し 
ます。 


留守番電話サービス 


電液の届かない場所にいるとさや電話に出ら 
れないとをなどに、留守番電話サービスセン 
ターで f 云言メッセージをお預かりします。 


この機種1 02 P の携帯電話機は、国び定めた電波の人体の 
収に関する巧術基準に適合していまず。 

この技術暮準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機な 
どの無線機器か6送出される電波び人間の健康に影響をな 
ぼさないよラ、科学的根拠に基づいて定め6れたちのであ 
り、人体側頭部に吸収される電波の平巧エネルギー量を表 
ず比の収率 ( SAR : Specific Absorption Rate ) につい 
て、これび 2 W / k 巨&の許容幢を超えないこととしていま 
ず。この許容値は、使用ちの年齡やさ体の大ささに関係な 
く十分なま全率を含んでおり、世界保健機関 （ WHO ) と 
協力関係にある国際が電離放射線防畫委貴を（に MRP ) 

び示した国際的なガイドラインと同じ値になっていまず。 
この携帯電話機1 02 P の SAR は 0.4 白已 W / k 臣でず。 

この値は、国び定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力 
を最大にして測定された最大の値でず。 

個々の製品によって SAR にを少の黃異ぴ生じることをあり 
ますげ、 いずれを許容値ち満足していまず。また、携帯電 
話機は' 携帯電話暮地局との通信に必要な最お限の送信電 
力になるよラ設計されているため、実隐に通話しているげ 
態では、通常 SAR はより小さし、値となりまず。 

SAR について、さ6に詳しい情報をお知0にな0たい方 
は、下記のホームページをご参照ください。 

総務省のホームページ 

htt 日:// www . tele . soumu . go.j 日/ン ele / index.htm 
巧:団ミ去人電波産業を①ホームぺージ 
http :// www . arib - emf . org / 

※技術基準については、電波ミち関連省を（無線設碼規則 
第14まの 2) で規定されていまず。 


r ソフトバンクのポディ SAR ポリシー」について 

* ボディ（身体） SAR とは：携帯電話機本体を身体に装着 
した状態で、携帯電話機にイヤホンマイク等を装着して連 
続通話をした場合の最大送信電力時での比吸収率 （SAR) 
のことです。 

* * 比吸収率 （SAR) : 6分間連梳通話げ態で測をした値 
を掲載しています。ボディ SAR に関する技術基準として、 
米国連邦通信委員会 (FCC) の基準および欧州における情 
報を掲載しています。詳細は rFCC RF Exposure 
Information (米国連邦通信委員含 (FCC) の電波ばく露 
の影響に関する情報)」 「European RF Exposure 
Information (歐か I における電波ばく露の影響に関する情 
報)」をご参照ください。 

* * * 身体装着の場合：一般的な携帯電話の装着法として 
身体か61.巳センチに距離を保ち携帯電話機の背面を身体 
に向ける位置で測定試験を実施しています。電波ば<露要 
件を満たすためには、身体か61.已センチの距離に携帯電 
話を固定出来る装身具を使巧し、ベルトクI」ップやホルス 
ター等には金属部品の含まれていないちのを選んで<ださ 
い。 

ソフトバンクモバイルのホームページからも内容をご確認 
いただけます。 

http://www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02,html 


■ご利巧にあたって 

• USIM 力ードや、 USIM 力ード装着巧みの本襟をを難- 
紛失された場合は、必ずお問い合わせ巧（なお問い合 
わせ巧一質）までご連絡のラえ、緊急利巧停止の手続を 
を行ってください。 

•事故や故障、修理などにより本機に登録したデータ（電 
話限-画像-音楽など）び消失-を化したとさの損害に 
つをましては、当社では責任を負いかねますのでち6か 
じめご了承ください。大切な電話張などのデータは、控 
えをとっておかれることをおすすめします。 

•本機は、電液を利巧しているため、巧に屋内や地下街、 
トンネル巧などでは電波び届をに<<なり、通話び困難 
になることびち0ます。また、通話中に電波状態の悪い 
場所へ移動すると、通話び急に途切れることびあります 
ので、あ6かじめご了承ください。 

• 本磯を公共の場所でご利巧いただ<とさは、周囲の迷惑 
にな6ないよ弓にご注意ください。 

♦本機は、電波法に昼づく特定無線設備の技術基準適合証 
明などを受けており、詳細はホーム画面で r ~[ rn -» 
[設定]ィ[端末情報]ィ[認証情報]の手順で確認ずる 
ことぴでさます。 

•本機は電波法に定め6れた無線局です。従って、電波法 
に薑づく検査を受けていただくことびあります。ち!5か 
じめご了をください。 

• 一般①電 i ま機やテレビ、ラジオなどをお使いになってい 
る近くで使苗すると、雑音び入るなどの影誓を与えるこ 
とびちりますので、ごを意ください。 

•傍受（ぼラじゅ）にごを意ください。本機は、デジタル 
信号を利巧した傍受されにくい商品ですび、電波を利巧 
している関係上、通常の手段を超える方法をと6れたと 
をは第二をび故意に傍受するケースをまったくないとは 
言えません。この点をご理解いただいた弓えで、ご使巧 
<ださい。 

• 傍受とは、無線運結の巧容を第王者が別の受信機でが 
意または偶然に受信ずることでず。 

•インターネット①ヴイトには、悪質なをのや有害なをの 
をちります。巧に、個人情報の書を込みなどは慎重に行 
いましよラ。 







お願いとごを意 


•本機では 、 Google Inc . ぴ提供ずる 「 Android マーケッ 
卜 ™」 上より、さまざまなアフリケーシヨンのインス 
I 'ールび巧能です。お客様ご自身でインストールされる 
これ6①アフ U ケーシヨン①内容（品質、信頼性、合法 
性、目が]適合性、情報の真実性、正確性など）およびそ 
れに起因するすべての不具合（ウイルス等）につをまし 
て、当社は一切の保証を致しかねます。 

• アフリケーシヨンによつては、 「 USB ストレージ」を 
に DJ と表記している場合ぴありまず。 

■お取り扱いについて 


•ご使苗前に、巧部接続端子キヤッフ、 USIM 力ードス 
□ットキヤッフをしっかりと閉じて<ださい。本機の 
内部に水や粉塵び侵入して故障の原因になることびあ 
ります。 

•本機の内部に水やお)塵び侵入したことによる故障は、 
保証期間巧でおってち、保証の巧象がとなることびあ 
ります。 

• 雨の中や水;盾びついたままでのか部接続端子キヤッフ、 
USIM 力ードス □ッ トキ ヤッ フの開閉は行わないでく 
ださい。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能をちしており 
ません。 

• エアコンの吹き出し□に置かないでください。急激な 
温度変化により結露し、内部び腐食する場合びありま 
す。 


•本機を電池残量のない状態で放置したりすると、お客様 
び登録-設定した内容び消失または変化してしまうこと 
びありますので、ごミ主意ください。なお、これ!5に関し 
まして発生した損害につをましては当社では責任を負い 
かねますのであ!5かじめご了承ください。 

• 本機は温度：己で〜3已で、湿度： 3己〇/〇〜90〇/〇①節囲で 
ご使苗ください。（お風呂など一時的な使用に限り、温 
度36で〜40での節囲で可能） 

極端な高温や低温環境、直射日光の当たる場所でのご使 
巧、保营は避けてください。 

•使用中や巧電中は本機び温かくなることびちりますび、 
異常ではちりませんので、そのままご使苗<ださい。 


♦カメラ部分に、直射曰光び長時間当たると、巧部の力 
ラーフィルターびを色して、映像び変色ずることびち0 
ます。 

• お手入れの際は、乾いた柔6かい巧でふいてください。 
また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを巧いると 
色びあせた0、文字び薄ぐなった0ずることびち0まず 
ので、ご博巧にな5ないでください。 

♦本機のディスプレイを堅いをのでこずった0、傷つけた 
0しないよラごを意ぐださい。 

• ディスプレイに直射曰光を当てたまま放置しないでぐだ 
さい。故障の原因とな0まず。 

♦本機に無理な力がかかるよラな場巧には置かないでぐだ 
さい。 

• 本機をズポンやスカートの後ろのポケットに入れたま 
ま、座席や椅子などに座6ないでください。 

•荷物のつまった鶴などに入れるとさは、重たいをのの 
下にな6ないよラにごを意ください。 

• 本機の底面に貼付されている A ‘ ーコードシールは、はび 
さないでください。 

♦ディスプレイは非常に精密度の高いほ術で作6れていま 
ずび、画素欠けや常時点灯ずる画素びあ0まずのであ6 
かじめご了承ください。 

♦本機の外部接続端子に指定品 LU がのをのは取0付けない 
でぐださい。誤動作を起こした0、本機び破損ずること 
びち0まず。 

♦歩行中は、周囲の音び聞こえなくなるほど、イヤホンの 
音量を上げないでください。周囲の音び聞こえにくぐな 
0事故の原因とな0まず。 

♦本機を手に持って使用ずるとをは、スピーカーをふさび 
ないよラにごを意ください。 

♦本機の近接センサー（着信/巧電ランプのち）をシール 
などで覆い隠さないでください。誤動作の原因となりま 
ず。 


■ 通話中/通信中の制限について 

通話中/通信中は、同時に他の機能を使巧したりさ種操作 

を行っている間でを、通話料/通信料びかかりまず。 

■カメラについて 

•カメラ機能は、一赖的なモラルを守ってご使用くださ 
い。 

• カメラのレンズに太陽の光び進入ずるげ態で放置しない 
でください。レンズの集光作用により、故障の原因とな 
りまず。 

• 大切なシーン（結婚式など）を撮影される場音は、必ず 
試し撮りをし、画像ち再生して正しく撮影されているこ 
とちご確認 <ださい。 

•カメラち使用して撮影した画像は、個人として楽しむ場 
合などち除き、著作権者（撮影者）などの許諾を得るこ 
となく使用したり、乾送ずることはでをません。 

•撮該び禁止されている場所での撮該はおやめ<ださい。 

■ 受話口/ スピーカーに ついて 

• 受話□は本体の上部ち側にありまず。通話ずる隐には、 
耳を確実に受話□にあててください。 

• 本機は受話□とスピーカーび兼用になっているため、音 
の再生/着信時などに大さな音びスピーカーか6直接耳 
に入る恐れびちりまず。大をな音でちを刺激すると聴力 
に悪い影響ちちえる可能性びありまず。通話をはずぐ耳 
か6離ずなどを意してご使用ください。 

• 本機は着信音などび次第に大きくなる仕様でず。お客様 
び設定された音によっては、音量びかさいまま鳴り終 
わったり、聞こえにくい場合があります。 

■タッチパネルのご利用について 

• お買い上げ時にディスプレイに目占6れているシート巧は 
がしてから、お使いください。また、市販のシールなど 
を-弓占6ないでください。 

•タッチバネルの表面を強く巧したり、ペンなどの巧の 
みったをのや m 巧で操作しないでください。タッチパネ 
ルが破損ずる原因となりまず。 

•異物を操作面にのせたまま操作ずると、正しく動作しな 
いことびありまず。 


■ お買い上げ時の状態に戻ず操作について 

お客様ご自身でインストールされたアプリケーションや登 

録/設定された内容は、一部を除きずベて消去されまず。 

消去した内容は元には戻せません。十分に確認したうえで 

操巧してぐださい。 

• ホーム画面で r ~ i =~~] -► 隱赶 -»■ [バックアッフと復 
元]- ► [データのネ刀期化]- ► 操作用暗証番号を入力- ► 
C 0 K ] [携帯端末をリセット]- •• [すべて消去]- ► 
リセット完了後、再起動します。 

• USB ストレージ内のデータはミ肖去されません 。 USB 
ストレージ巧のデータを消去ずる場合は、 [ USB スト 
レージ巧データの消去]にチェックを巧けてください。 

■緊急地震速報について 

•お買い上げ時の設定は r 利巧する」になっており、緊急 
地震速巧を受信した隐、警告音とバイプレータでお知6 
せします。 

•受信時には、マナーモードでちってを警告音び鳴動しま 
す。 

• 通話中、通信中および電波が態び悪い場合は受信できま 
せん。 

• お客様のご利巧環境-状況によっては、お客様の現在地 
と異なるエリアに関する情報び受信される場合、または 
受信でをない場合びあります。 

•緊急地震速巧を r 利巧する」にしている場合、巧受時間 
び短くなることびちります。 

•当社は情巧の内容、受信タイミング、情報を受信または 
受信でをなかったことに起因した事故を含め、本ヴービ 
スに関連して発生した損害については、一切責任を負い 
ません。 







■ Bluetooth ® / Wi - Fi 機能について 

• 本機はずべての团 uetoot が / Wi - Fi 巧応機器との接続/ 
動作を保証するをのではちりません。 

• Bluetooth " / Wi - Fi 機能を使用した通信時のセキュリ 
ティとして、 Bluetooth " / Wi - Fi の標準規格に準拠した 
セキュリティ機能に対応しておりますび、使苗環境や設 
定内容などによってはセキュ U ティび十分でなし1場合び 
あります。团 uetooth 。/ Wi - Fi 機能で通信を行う際はご 
を意 < ださい。 

• Bluetooth " / Wi - Fi 通信時に発生したデータおよび情ま巨 
の漏巧につをましては、責任を負いかねますので、ち6 
かじめご了承ください。 

• 本機の团 uetoothB / Wi - Fi 機能の周波数帯では、電子レ 
ンジなどの産業-科学-医療巧機器や、工場の製造ライ 
ン等で使苗されている構内無線局、アマチュア無線局な 
ど （ W 下、 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 
他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記の事巧 
に注意してご懊巧ください。 

1 . Bluetooth " /咖-円機能を使用する前に、近くで同 
じ周波数帯を使用ずる r 他の無線局」び運用されて 
いないことを確認して<ださい。 

2. 万一、团 uetoot が/ Wi - Fi 機能の巧用にちたり、本 
機と r 他の無線局」との間に電波干渉の事例び発生 
した場合には、速やかに使用場所ををえるか、 
Bluetooth " / Wi - Fi 機能の使用を停止（電波の発射 
を停止）して< ださい。 

五その他ご不明な点やお困りのことび起さたとをには、 
お問い合わせ先（なお問い合わせ巧一覧）までご連 
緒ください。 


• 周波数帯について 

本機の Bluetooth " 機能び使用ずる周巧数帯は次のとお 

0でず。 

2.4 GHz 帯を使巧する無線機 II で 
ず。を調方式として FH - SS 方式を 

採用し、ち干渉距離は lOmJ ^ TF で 
ず。 

• 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ 
移動体識別装置の帯域を回避不可であることを意味し 
まず。 

• ご利用の国によっては团 uetoot がの使用び制限され 
ている場合びちりまず。その国/地域の法規制などの 
条件を確認の上、ご利用ください。 

本機の Wi - Fi 機能び使巧する周液数帯はなのとおりです。 

2.4 GHz 帯を使巧する無線機 II で 
ず。変調方式として DS - SS 方式/ 
OFDM 方式を採用し、ち干渉距離 
は 40 mJ ； rF でず。 

• 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ 
移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味し 
まず。 

• ご利用の国によっては Wi - Fi の使用び制限されている場 
合びありまず。その国/地域の法規制などの条件を確 
認①上、ご利用ください。 

• Wi - Fi についてのお願い 

電気數品 • AV • 0 A 襟器などの磁気を帯びているところ 

や電磁波び発生しているところで使用しないでぐださ 

い。 

• 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大きくなった 
り、通信びでさな<なることびちりまず。（特に電子 
レンジ使用時には影響を受けることびありまず） 

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となった 
り、テレビ画面び乱れることびありまず。 

•近くに複数の Wi - Fi アクセスポイントび巧巧し、同じ 
チヤンネルを使用していると、正しく検索でさない場 
合があります。 

♦ Wi - Fi ①ご利巧にあたって 

• Wi - R 機能使用中は、電液状況に応じて自動的に Wi-Fi 
通信と 3 G 通信を切0替えまず。 


2.4 FH 1 


2.4 DS/OF 4 

ロロロ 


防水/防塵性能について 


本磯はが部接続端子キャッフ、 USIM 力ードス□ット 

キャッフをしっかり閉じた状態で IPX 日* *1、 IPX 7 がの防水 

性能および IP 已 X * 3 の防塵性能を有していまず。 

内径日. 3 mm の注水ノ刃レを使用し、約 3 m の距誦か 
61 2. 己1_/分の水を最あ3分間を水する条件であらゆ 
るち向か6噴流を当ててち、電話機としての機能を保 
つことを意味します。 

《2常温で水道水、かっ静水の水深 Im の水槽に電話機本 
体を静かになめ、約30分間水底に放置してち、内部 
に浸かせず、電話機としての機能を保つことを意味し 
ます。 

《3保護度合いを指し、直径7已; um け下の産埃（じんあ 
し、）び入った装置に電話機を8時間入れてか<はんさ 
せ、取0出したとさに電話機としての機能を有し、か 
つ安全を維持することを意味します。 

(ま）実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保証 
するちのではあ D ません。浸水や異物混入を巧ざ、を 
全にお使いいただ<ために、本書をよ<お読みになっ 
てか6ご使用<ださい。お客様の取0扱い不備による 
故障と認められた場合は、保証の対象外とな D ます。 

雨の中やキッチン、風呂場、フールサイドなどの水際でち 

ご桂巧でをまず。 

■雨の中 

• 雨の中、傘をささずに濡れた手で通話でをます。 

《やや強い雨 （1 時間の雨量び2日 mm 未满、ヴーヴーと 
降 D 、 地面か6の跳ね返 D で足元び濡れる程度）まで 

•強い雨 （1 時間の雨量び 20 mm しソ上の±砂降り）の中で 
は使用しないで < ださい。 



■洗ラ 

•本機び巧れた場合は、洗面器などに張った常 
温の真水、水道水に浸けて静かに振0洗いを 
した0、やや弱めのか流（蛇□やシャワーか 
6約 10 cm 、 已 t ) 〜3已 t ；) に当てなび6手 
で洗ラことびでをます。 

•列■部接続端テキャップ、 USIM 力ードス□ットキャップ 
を巧さえたまま洗って < ださい。 

♦洗ラとをは、ブラシやスポンジ、石けん、洗剤などを使 
用しないで < ださい。 


■レジャー 

• プールの水やミ毎水に浸けたり、落下させたり 
しないで<ださい。また、水中で使巧しない 
で < ださい。 

• プールの水やミ毎水びかかった場合は常温の水 
道水で洗って < ださい。 

■お風呂 

•お檀に浸けた0、落下させたりしないで<だ 
さい。また、水中で使巧しないで<ださい。 

•石けん、洗剤、入お剤の入った水、温泉には 
急けないで < ださい。 

•肌に痛みを感じるほどの強い水流を直接当てないでくだ 
さい。 

• お風呂場での長時間のご使用はお避けください。 

•寒いところから暖かいお風呂場などに本機を持ち込む 
と、急激な温度変化による結露の原因となります。本機 
び常温になってから持ち込んで<ださい。 

■キッチン 

•石けん、巧剤、調味料、ジュースなど、真水、水道水しソ 
外の液体をかけた0、浸けた0しないで< ださい。 

• お湯やを水をかけたり、浸けたりしないで<ださい。 

• 強い水流を当てないで < ださい。 

ご使用にあたっての重要事項 


•ご使用前に、外部接続端モキヤップ、 USIM 力ードス 
□ットキヤップをしっかり閉じてください。糊細なゴミ 
(微細な繊維、豎の毛、砂など）びわずかでを巧まると 
水やお塵び浸入ずる原因となりまず。 

•外部接続端モキヤップ、 USIM カードス□ットキヤップ 
び開いているが態で水などの液体がかかった場合、巧部 
に液体び入り、感電やが障の原因となりまず。そのまま 
使用だずに電源を切って<ださい。 

• 常温の賣水、水道水む外の液体に浸けないでください。 

•防水/防塵性能を維持ずるため、異常の有無にかかわ6 
ず、2年に1回、部品の巧換を巧うことをおずずめしま 
ず。部品の交換は本機をお預かりして有料にてをりま 
ず。お問い合わせ巧（なお問い合わだ先一覧）または 
最害りのソフトパンク ショップへご 相談ください。 












水抜をのしかた 


本機に水滴び付着したままご使用になると、スピーカーな 
どの音量び小さくなつたり、音質び変化ずる場合びありま 
ず。また、操作キーなどのずを間か StK 分び入り込んでい 
る場合びちりまずので、次の手順で本機の水分を取り除い 
てぐださい。 


①本機表面の水分を乾いたをれいな巧でよくがを取る 
逗)本機を確実に持って、各面をかなくとを20回程度、水 
滴びおばなぐなるまでしつか0振る 



<受話 □/ スピーカー> く送話□〉 くイヤホンマイク端子> 


防水/防塵性能にごいて 


■か部接続端子キャップ / USIM カードス□ットキャップ 
の閉じかた 

①キャップを本機と平行に揃え、キャップの根元部分を 
しっかり巧さえなぴ!5巧し込む 
剪キャップを体に浮をびないことを確認ずる 



<が部接続端モキヤップ> < USIM カードス□ットキヤップ> 


ミち意事項 


■本機にごいて 

• 水滴び付着したまま放置しないでください。 

•か部接続端子やイヤホンマイク端子びショートする恐 
れび友0ます。 

• 操作キーなどのすを間から水分び入り込む場合びあり 
ます。また、寒;令地では、凍結するなど、故障の原因 
となります。 

• 洗濯機などで洗わないで<ださい。 

•本機は耐熱設計ではありません。お湯に浸けたり、サウ 
ナで1ま巧したり、ドライヤーなどのミ品風を当てたりしな 
いで < ださい。 

•落としたり、衝撃を与えたりしないでください。破損に 
より防水/防産性能の劣化を招くことびあります。 

• 本機は水に浮をません。 

• 本機は麻水圧設計ではありません。強い水流を当てた 
り、水中になめたりしないでください。 

• 砂おなどの上に直接置かないでください。 

•送話□、受話 □/ スピーカー、イヤホンマイク端テの巧 
などに水滴や砂などび入り、音量びかさくなったり音び 
割れたりする恐れびあります。 

•外部接続端子キャップ、 USIM 力ードス□ットキャッ 
プに砂などびわずかでち挟まると水や粉産び浸入する 
原因となります。 

砂などび付着した場合はキー操作をせず、所定の方法 
で巧って < ださい。 

•タッチノ くネルや指び濡れた状態でタッチ操作を巧ラと、 
正しく動作しないことびあります。 
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First Step Guide 


⑤乾いたきれいな巧に本機をおく巧し当て、送話口、受話 
口/スピーカー、イヤホンマイク端子、操作キーなどの 
ずき間に入った水分を巧き取る 

•すを間に溜まった水分を綿棒などで直接巧を取6ない 
で < ださい。 



④十分に水分を取り除いてか6ご使用ください 

-上記の手順を行つてち、本機に水分び残つている場合び 
ありますので、しば6く自然乾燥させてか6ご使用くだ 
さい。また、水び染み出ることびありますので濡れては 
困るちのをそばに置かないよラにごま意ください。 


7が商び付着したまま使巧すると通話不良となったり、 
巧月巨やかばんなどを濡6してしまラことがちります。 


巧電のとさは 

付属品、オプション品は防水/防塵性能をちしておりませ 

巧電時、および巧電をには巧の点を確認してください。 

• 本機び濡れた状態では絶対に充電しないで<ださい。感 
電や回路のショートなどによる故障-火災の原因とな0 
ます。本機び濡れたとさはよ<水なさをして乾いたをれ 
いな巧で拭を取ってから充電して<ださい。 

•充電後はしっか0とが部接続端モキヤップを閉じて<だ 
さい。 


Package Contents 

■ Handset (102P)*' 



■ AC Charger (PMCBD1) 

AC Adapter Micro USB Cable 


(USB Charger) 



■ USIM Card Eject Tool" ■ Barcode Mask Sticker*"! 

■ クイックスタート （ Japanese) 

■ お願いとごま意 (Japanese) 

■ 保証書 （ Japanese) [102P, AC Charger] 

*1102 P has an internal battery . 

*2 Complimentary sample 

*3 Use for barcode masking . Put it on barcode at bottom of 
handset without covering Mic It is not restickable . 

When removing sticker attached to handset , take care to 
avoid injuries . 


• SoftBank 102 P is compatible with both 3 G and GSM 
network technologies . 

• Use SoftBank specified Charger ; internal battery may 
leak , overheat , explode or ignite otherwise . 

• Do not dispose of handset as ordinary refuse . Take it to 
a SoftBank Shop . 

Comply with local waste disposal/recycling regulations . 











Handset Keys 


General Notes 


O I ；= I Open Options menu 
@ 1.0 I Home Screen 

Long Press for recent 
applications 

O I t> I Go Back/Escape 

0 圆 Power on/Phone options 
Toggle Sleep mode on/off 

0 由!/因 Increase/decrease volume 


Bask Operations 

■ Handset Power On/Off 

Power On 

Press 图 for 2+ seconds 
Power Off 

Press 國 for Phone options -► [Power off] -► [OK] 

■ English Interface 

In Home Screen, 吉 …] -► 間田 - ► 

[言語と キーボード]- ► [ 言語を選巧 ]- ► [English] 

■ My Number 

In Home Screen, I ；= I -► Settings] 

-► [About phone] -► [Status] 

■ Making Calls 

In Home Screen, [Phone] -► Enter number -► 因 


tti 


■ Handling Precautions 

• Before using Wi-Fi/Bluetooth® abroad, confirm local laws/ 
regulations regarding Wi-Fi/Bluetooth® use. 

• Excessive sound volume can impair hearing. 

• Confirm application security/safety beforehand; install at 
your own risk. Viruses may infect handset or corrupt data; 
may cause excessive sound volume. 

■ Electromagnetic Waves 

• For body worn operation, this mobile phone has been 
tested and meets RF exposure guidelines when used with 
an accessory containing no metal and positioning the 
handset a minimum 10 mm from the body. Use of other 
accessories may not ensure compliance with RF exposure 
guidelines. 

■ FCC Notice 

• This device complies with part 15 of the FCC Rules. 
Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and 

(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the 
user's authority to operate the equipment. 

■ FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed 
and manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include 
a substantial safety margin designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 
The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kg. "ilie tests are 


performed in positions and locations (e.g. at the ear and 
worn on the body) as required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as reported to 
the FCC when tested for use at the ear is 0.335 W/kg, and 
when worn on the body in a holder or carry case, is 0.576 
W/kg. Body-worn Operation; This device was tested for 
typical body-worn operations with the handset kept 1.0 cm 
from the body. To maintain compliance with FC し RF exposure 
requirements, use accessories that maintain a 1.0 cm 
separation distance between the user's body and the 
handset. The use of beltclips, holsters and similar accessories 
should not contain metallic components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements 
may not comply with FCC RF exposure requirements, and 
should be avoided. The FCC has granted an Equipment 
Authorization for this model handset with all reported SAR 
levels evaluated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines. SAR information on this model handset is on file 
with the FCC and can be found under the Display Grant 
section of http ソ /www.fcc.gov/oet/ea/ after searching on FCC 
ID UCE 211047 A. 

Additional information on Specific Absorption Rates {SAR) 
can be found on the Cellular Telecommunications & Internet 
Association (CTIA) website at http://www.phonefacts.net. 

■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is 
designed not to exceed the limits for exposure to radio waves 
recommended by international guidelines. These guidelines 
were developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins 曰 esigned to assure the 
protection of all persons, regardless of aqe and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile 
devices is 2 W/kg and the highest SAR value for this device 
when tested at the ear was 0.441 W/kg*. As mobile devices 
offer a range of functions, they can be used in other positions, 
such as on the body as described in this guide**. 

In this case, the highest tested SAR value is 0.730 W/kg. As 
SAR is measured utilizing the devices highest transmitting 


power the actual SAR of this aevice while operating is typically 
below that indicated above. This is due to automatic changes 
to the power level of the device to ensure it only uses the 
minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present 
scientiTic information does not indicate the need for any 
special precautions for the use of mobile devices. They note 
that if you want to reduce your exposure then you can do so 
by limiting the length of calls or using a hands-free device to 
keep the mobile phone away from the head and body. 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing. 

**Please see Electromagnetic Waves for important notes 
regarding body worn operation. 

■ Declaration of Conformity 

C€0168 ① 

We, Panasonic Mobile Communications Development of 
Europe Ltd., declare that SoftBank 102P conforms with the 
essential and other relevant requirements of the directive 
1999/5/EC. 

A declaration of conformity to this effect can be found at 
http://panasonic.net/pmc/support/index.html 

• This product is only intended for sale in Japan. 

Concerning European Economic Area: The use of Wi-Fi is 
restricted to only indoor use in France. 





















まを上のごを意 


■ご使用の前に、この r ま全上のごミ主意」をよくお読みの 
ラえ、正しくお使いください。また、お読みになったあ 
とは大切に保管して < ださい。 

■ここに示したま意事項は、お使いになる人や、化の人へ 
のを害、財厘への損害を未がに防ぐための内容を記載し 
ていますので、おずお守りください。 

■本留品の故障、誤動作または不具台などにより、通話な 
どの機会を逸したために、お客様、または第王者び受け 
6れた損害につさましては、当社は責任を負いかねまず 
のであ6かじめご了承ください。 

■次の表示の区分は、表示内容を守 S ず、誤った使用をし 
た場合に生じるを害や損害の程度を説明していまず。內 
容をよく理解したラえで本でをお読みください。 


A ち巧 

この表示は、取り扱いを誤った場音、 r 死 t ： 
または重傷を負ラを除び切迫して生じるこ 
とび想定される J 内容です。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 r 死こ 
または重傷を負う可能性び想定される」巧 
容です。 

么注意 

この表をは、取り扱いを誤った場合、「軽憶 
ち負ラ可能性び想定される場合および物的 
指害のみの馬生び想定される J 内容です。 


■次の絵表示の区分は、お守りいただく巧容を説明してい 
まず。內容をよく理解したラえで本でをお読みくださ 
し、。 


(\)禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

分醉してはいけないことを示しまず。 

水ぴかかる場所で怯巧したり、水に濡6したりし 
てはいけないことを示しまず。 

濡れた手で扱ってはいけないことを示しまず。 

〇 指示に冨づく行為の強制（必ず実行していただく 
_こと）を示しまず。_ 

電源プラグをコンセントか6巧いていただくこと 
を示します。 


本機、 USIM 力ード、 AC アダプタの取り 
巧いにごいて（巧お） 


C _ A を巧 _I 

0 高温になる場所（义のそば、暖房器具のそば、直射 
曰光の当たる場所、が天下の車内など）で巧電•使 
用•放置しないで < ださい。 

また、暖かい場所や熱のこをりやずい場所（こたつ 
や電気毛巧の中、携帯カイ□のそばのポケット巧な 
ど）においてを同棟のを険ぴちりまずので、巧電- 
巧置•使用-携帯しないでぐださい。 

機器の変形-故障や内蔵電池の漏液•黄熱-発乂- 
破裂の原因とな D ます。また、ケースの一部び熱< 
なり、やけどなどの原因となることびあります。 

本機に AC アダプタを接続ずる際、ラまく接続びで 
きないときは、無理に行わないでください。端子の 
向きを確かめてか6、接続を巧ってください。 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂-発火させるなどの原 
因となります。 


分辭•改造- A ンダ付けなどお客様による修理をし 
ないで < ださい。 

火災-けび-感電などの事故または故障の原因とな 
D ます。また、内蔵電池の漏液•黄熱•破裂•発火 
などの原因となります。 

電話機の改造は電波法違反となり、罰則の対象とな 
ります。 


^本機巧部 - AC アダプタを羅6さないでください。 

y 水やペットの尿などの液体び本機内部に入ったとを 
に、濡れたまま放置したり、巧電すると、発熱•感 
電-火災-けび-故障などの原因となります。 

使巧場所、巧り扱いにごを意ください。 


〇 本機に使用ずる AC アダプタは、ソフトパンクび指 
定したをのを使用してください。 

指定品ながのちのを使用した場合は、内蔵電池の漏 
液•発熱•破裂 • 発火や、 AC アダプタの発熱 • 発火. 
故障などの原因となります。 
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0 本機- AC アダプタを、加熱調理機器（電子レンジ 
など）•高圧容器（圧力爸など）の中に入れた0、 
電磁調理器 （ IH 調理器）①上に置いたりしないでく 
ださい。 

内蔵電ミ也の漏液•発熱•破裂-発火や、本機 • AC 
アダプタの発熱•発煙•発火-故障などの原因とな 
ります。 

落としたり、投げたりして、強い衝撃をちえないで 
<ださい。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂-発火や义災-感電- 
故障などの原因となります。 

か部接続端テや USIM 力ードスロットに水やペット 
の尿などの液体や導電性異物（鈴筆のおや金属片、 
金属製のネックレス、ヘアピンなど）び軸れないよ 
ラにしてください。また内部に入れないよラにして 
<ださい。 

ショートによる火災や故障などの原因となります。 
本機び濡れているげ態で巧電しないでください。 
感電やショートによる火災-故障などの原因となり 
ます。 

〇 ブ□バンガス、ガソリンなどの引义性ガスや粉塵の 
黄生ずる場所（ガソリンスタンドなど）では、必ず 
事前に本機の電源をお切りください。また、巧電を 
しないで < ださい。 

ガスに引火する恐れびあります。 

ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイ®対 
応携帯電話をご利巧になる際は、電源を切った状態 
で使巧してください。（おサイフケータイ® □ック 
を設定されている場合は、□ックを解除した上で電 
源をお切り < ださい。） 

使用中、巧電中、保管時に、異音•発煙•異臭など、 
今までと異なることに気づいたとさは、次の作業を 
行ってください。 

1 . AC アダプタ本体を持ってプラグをコンセントか 
6巧いてください。 

2. 本機の電源を切ってください。 

異常な状態のまま使用すると、乂災や感電などの原 
因とな0ます。 
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0 ぐ6ついた台の上や愼いた巧など、不を定な場所に 
置かないで < ださい。 

落下して、けびや故障などの原因となります。バイ 
ブレーシヨン（振動）を設定中や充電中は、特にご 
を意 < ださい。 


〇 乳幼巧の手の届かない場所に保管して<ださい。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となります。 
子供び使巧する場合は、保護者び取り扱い方まを巧 
えてください。使用中においてを、指示どおりに使 
用しているかをご注意ください。 

けびなどの原因となります。 


本なの®日巧いについて 


E _ A を巧 _I 

0 义の中に J さ下しないでください。 

内蔵電池を漏液-破裂-発火させるなどの原因とな 
ります。 

釘を刺した0、 A ンマーでたたいた0、踏みつけた 
り、強い衝撃をちえないでください。 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂-発火させるなどの原 
因となります。 


〇 内蔵電地内部の液が眼の中に入ったときは、こず5 
ず、ずぐにをれいな水で洗い流し、ただちに医師の 
診察を受けてください。 

失日月などの原因となります。 
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自動車、バイク、自お車などの乗り物の運お中には 
使用しないでください。 

柔り物を運區しなびら携帯電話を使巧することは、 
法律で禁止されており、罰則の巧象となります。イ 
ヤホンマイクをご利巧の場合でち、外部の音び聞こ 
えにくくなり、交通事故の原因となります。また、 
都道府県によっては条例違反となる場合びありま 
す。運お者び使用する場合は、駐停車び禁止されて 
いないま全な場所に止めてからご使巧ください。 


〇 内蔵電地内部の液び巧岳やを服に付着した場合は、 
ただちに本機の使用をやめ、きれいな水で洗い流し 
て < ださい。 

皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。 

所定の巧電時間を超えてを巧電ぴ完了しない場合 
は、巧電を中止してください。 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂-発火させるなどの原 
因となります。 

ぺットぴ陋みつかないよラご注意<ださい。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂-発火や機器の故障- 
火災の原因となります。 

高精度な制御や糊弱な信号を巧り巧う電モ機辑の近 
くでは、本機の電源を切ってください。 

電子機器び誤動作するなどの影響を与える場合びあ 
ります。 

《ごミ主意いただをたい電子機器の例 
補聴器-植込み型む臓ペースメーカ-植込み型除細 
動器-その他の医巧電気機器-火災報知器-自動ド 
マ -その他の自動制御機器など 

本機の電巧により運腑のまをにま居をきたず恐れび 
友るため、 邮空機巧では電源をお切りください。 
機内で携帯電話び使巧できる場合は、航空会社の指 
示に従い適切にご使用ください。 

，む臓の弱い方は、着信時のパイブレーション（振 
動）や着信音量の設定に注意してください。 

む臓に影響を与える恐れびあります。 

屋外で使用中に雷び鳴りだした6、ただちに電源を 
切って屋内などのを全な場所に移動してください。 
落雷や感電の原因となります。 
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0 不要になった本機は、一般のゴ S と一緒に捨てない 
で < ださい。 

最寄りの「ソフトバンクショップ」へお持ちくださ 
し、。電池を分別している市の村では、その規則に 
従って処理してください。 

車両電子機器に影響をちそる場合は使用しないでく 
ださい。 

本機を自動車内で使巧すると、車種によりまれに車 
両電テ機器に影響を与え、ま全走行を損なう恐れび 
ちります。 

破損したまま使用しないでください。 

火が、やけど、けび、感電の原因となります。 

〇 本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では 
熱くなることがちりまずので、ご注意ください。 

長時間肌にふれたまま使巧していると、低温やけど 
になる恐れびあります。 

本機の使用により、励苦に異常が生じた場合は、た 
だちに使用をやめて医師の診察を受けて<ださい。 
本機では材料として金属などを使用しています。お 
客様の体質や体調によっては、かゆみ-かぶれ•湿 
疹などび生じることびあります。（な使用巧料） 
スピーカーを roN 」 にして通話ずる隐や、着信音 
が鳴っているときなどは、必ず本機を耳か5離して 
ぐださい。 

難聴の原因となります。 

イヤホンを使用ずるときは音量に気をつけてくださ 
い。 

長時間使巧して難聴になったり、突然大さな音び出 
て耳をいためたりする原因となります。 


AC アダプタの取 D 扱いにごいて 
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0 巧電中は、なやな団でおおったり、包んだりしない 
で < ださい。 

熱びこちって火災や故障などの原因となります。 
指定な外の電源*電圧で使用しないでください。 
指定 iu かの電源•電圧で使巧すると、火災や故障な 
どの原因となります。 

AC アダプタ： AC 100 V 〜24 0 V (家庭巧 AC コン 
セント専巧） 

また、巧が旅行用として、市販されている「変圧 
器」は使巧しないでください。乂災•感電-故障の 
原因となります。 

雷び鳴り出した S 、 AC アダプタには軸れないでく 
ださい。 

感電などの原因となります。 

microUSB ケーブルが傷んだ6使用しないでくだ 
さい。 

感電•火災-故障の原因となります。 

microUSB ケーブルの上に重いをのをのせないで 
<ださい。 

感電•乂災-故障の原因となります。 

AC アダプタは、風呂場や洗面所など湿気のをい場 
巧や水のかかる可能性のある場所では使用しないで 
<ださい。 

火災•感電-故障の原因となります。 


雨\濡れた手で AC アダプタのプラグを巧を是ししない 
でください。 

感電や故障などの原因となります。 


〇 

フラグにほこ〇ぴついたとさは、 AC アダフタ本体 
を持ってフラグをコンセントか6巧を、乾いた巧な 
どで巧を取ってください。 

火災の原因となります。 

AC アダプタをコンセントに差し込むときは 、 AC 
アダフタのプラグや端子に導電性異物（給筆のなや 
金属片、金属製のネックレス、ヘアピンなど）び独 
れないよろにを意して、確実に是し込んでくださ 
い。 

感電■ショート-火災などの原因となります。 

を 

長時間怯用しない場合は、 AC アダプタ本体を持っ 
てフラグをコンセントか!5巧いてください。 

感電•火災-故障の原因となります。 

で一、 水やペットの尿などの液体び入った場合は、 
ただちに AC アダプタ本体を持ってプラグをコンセ 
ントか6巧いてください。 

感電-発煙-火災の原因となります。 


1 A 注意 1 

0 

AC アダプタをコンセントに接続しているとさは、 

弓1っ掛けるなど強い衝撃を与えないでください。 

けびや故障の原因とな0ます。 

〇 

AC アダプタをコンセントか S 巧くときは、 AC ア 
ダプタ本体を持ってフラグを巧いてください。 

感電や火がなどの原因とな0ます。 

を 

お手入れの際は、コンセントか6、必ず AC アダプ 
夕本体を持ってプラグを巧いてください。 

感電などの原因とな0ます。 

























安を上のごミ主意 


医用電気な器近<での取0巧いにごいて 


[/K ミロ 

ここで記載している内容は、「医巧電気機器への電巧の影 
響を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ずる指針」 
(電液環境協議会[平成9年4ち])に準拠、な5びに「電 
液の医用機器等への影響に関ずる調査研究報告書」（平成 
13年3月 r 巧団法人電液産業を」）の巧容を参考にしたを 
のでず。 


〇 満員電車などの混雑した場所にいるとをは、本機の 
電源を切ってください。付近に植込み型む臓べース 
メーカおよび植込み型除細動器を装着されている方 
びいる可能性がちりまず。 

電波により、植込み型む臓ぺースメーカおよび植込 
み型除細動器び誤動作するなどの影響を与える場合 
びあります。 


〇 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
を装着されている場合は、ペースメーカ等の装着部 
位か 622 cm む上離して携行およぴ使用してくださ 
い。 

電波によ0植込み型む臓ペースメーカおよび植込み 
型除細動器の作動に影響をちえる場合びあ D ます。 

自宅療養など医療機関のがで、植込み型む臓ペース 
メーカおぶび植込み型除細動器 LU がの医用電気機器 
を使用される場合には、電波による彰馨について個 
別に医用電気機器メーカなどに確認してぐださい。 

電波にぶ D 医用電気機器の作動に影響を与える場合 
びあ0ます。 

医療機関などでは、む下を守ってください。本機の 
電波にぶ0医用電気機器に彰馨を及ぼず恐れびあ0 
まず。 

-手術室-集中治療室り CU ) • 冠状動脈疾患監視 
病室 ( CCU ) には、本機を持ち込まないでくだ 
さい。 

-病棟内では、本機の電源を切って<ださい。 

-□ビーなど、携帯電話の使巧を許可された場所 
であってち、近くに医巧電気機器びあるときは 
本機の電源を切って<ださい。 

-医療機関び個々に使巧禁止、持ち込み禁止など 
の場所を定めている場合は、その医療機関の指 
示に従ってください。 


使用が料 


使巧箇所►材質/表面処理 

イヤホンマイク端子（樹脂部分） ►PA 

か皆ケース ► PC / UV 塗装 

夕側接続端子：樹脂部分 ►PA 

が部接続端子：金属部が►ステンレス鋼/ニッケルメッキ 

巧部接続端子キャップ 

►エラストマ、シリコンコ■ム、 PC / UV 塗装 

カメラレンズ部 ► PMMA / パードコート 

キー ► ABS / UV 塗装 

受 nSD / スピーカー►ステンレス鋼/ UV 塗装 

ディスプレイバネル►ガラス / AF コート 

パーコードシール ►PET 

USIM カードス□ット►ステンレス鋼 

USIM 力ードス □ッ トキ ャッ フ 

►エラストマ、シ U コン3ム、 PC / UV 塗装 


• 付属品 


使巧箇所►が質/表面処理 

AC アダプタ 


AC アダプタ本体 ►PPE 

主銘板、製造塞号シール ► PET / ラ S ネート加工 

電源プラグ：樹脂部が ►PB 下 

電源プラグ：金属部が►黄銅/ニッケルメッキ 

microUSB ヶースレ：樹脂部が ►PU 

microUSB ケースレ：金属部が►ステンレス鋼 

USB コネクター:樹脂部分 ►PBT 

USB コネクター:金属部分 
►ステンレス鋼/ニッケルメッキ 


巧の巧届権について 


■ 肖像権について 

他人か S 無断で写真を撮5れたり、撮5れた写賣を無断で 
公表されたり、利用されたりずることびないように主張で 
きる権利が肖像権でず。肖像権には、誰にでを認め6れて 
いる人格権と、タレントなど経巧的利巧に着目した財産権 
(パプリシテイ権）びちります。したびって、勝手に他人 
やタレントの写賣を撮って公開したり、目 S 巧したりずるこ 
とは違法行為となりまずので、適切なカメラ機能のご使用 
をむびけてください。 

■著作権について 

音楽、映像、コンビュータ•プ□グラム、データべースな 
どは著作権法にぶり、その著作物および著作権者の権利び 
保護されていまず。こうした善作物を複聲ずることは、個 
人的にまたは家庭ので使用ずる目的でのみ巧うことびでを 
まず。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを復數 
(データお式の変換を含む)、改変、複數物の譲;语、ネット 
ワーク上での配信などを巧うと、「著作権侵害」 r 善作ち人 
巧権侵害」として損害賠償の請ボや刑事処罰を受けること 
がちりまず。本製品を使用して複製などをなされるとさ 
は、善作権まを遵守のうえ、適切なご使用をむびけていた 
だきまずよう、お願いいたしまず。また、本製品にはカメ 
ラ機能び搭載されていまずが、本カメラ機能を使用して記 
録したをのにつきましてを、上記と同様の適切なご使用を 
むびけていただをまずよう、お願いいたしまず。 
•お客様は別途著作権者の許諾なく本製品に搭載されたソ 
フトウエアの全部または一部を、複製をし<は改変、 
"ードウエアか6の分離、逆アセンブル、逆コンパイ 
ル、 U バースエンジニア U ングなどの!5為を自6せずま 
たは第二をにさせないでください。またその利巧を行わ 
ないで < ださい。 


QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 


Wi - Fi は、 Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

DLNA ® は 、 Digital Living Network Alliance の商標、サー 
ビスマー ク、 または認証マークです。_ 

Google は Google Inc . の商標です。 


GREE 及び GREE □ゴは、曰本またはその他の国々における 
グリー株式会社の登録商標または商標です。 












































Fel に a は、ソニー株式会社び開発した非接盤に力ードの技術 
ち式です。 

Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 


は、フエ U カネットワークス株式含社の登録商標でず。 


「おサイフケータイ」は、株式会社 NTT ドコモの登録商摄で 
す。 


本製品は、 MPEG -4 Patent Portfolio License 及び AVC 
Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、 

しソ下に記載する行為に係るお客様の個人的かつ非営利目的の 
使用を除いてはライセンスされてお0ません。 

•画像情報を MPEG -4 Visual 、 AVC 規格に準拠して化(下、 
MPEG -4/ AVC ビデオ）を記録すること。 

• 個人的活動に従事する消費をによって記録された 
MPEG -4/ AVC ビデオ、または、ライセンスをラけた提供 
者か6入ました MPEG -4/ AVC ビデオを再生すること。 
詳細については MPEG LA , LL . C . ( http :// www . mpegla , com ) 
をご参照ください。_ 

MPEG Audio Layer -3 音声圧縮技術は 、 Fraunhofer IIS およ 
び Thomson か6ライセンスを受けています。 


©Bluetooth' 


Bluetooth が’旧 a registered 
trademark of the Bluetooth 
SIG , Inc . 

The Bluetooth word mark and logos are owned by the 
Bluetooth SIG , Inc . and any use of such marks by 
Panasonic Mobile Communications Co ., Ltd , is under 
license . 

Other trademarks and trade names are those of their 
「百 spectiv 白 owners . 


□ ADOBE 。 

FLAShTPLAYER 

Contains Adobe % Flash * Player by Adobe Systems 
Incorporated . 

Adobe Flash Player Copyright © 1996-2011 
Adobe Systems Incorporated . All rights reserved . 
Adobe and Flash are either registered trademarks or 
trademarks of Adobe Systems incorporated in the 
United States and/or other countries . 

S 曰 FT 巨 ANK およぴソフトバンクの名称、□コ■は日本国およ 
びその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標また 
は商標です。 


S ! メール、デコレメール、楽デコはソフトバンクモバイル株 
式会社の登録商標または商標です。 

「 Yah □叫および 「 Yahoo !」「 Y !」 の□コマークは、米国 
Yahoo ! Inc . の登録商標または商標です。 


本製品は 、 InterDigital Technolo 巨 y 社からのライセンスに 
基づを生産-販売されています。 


McAfee およびその他のマークは、米国法人 McAfee , Inc . 
またはその関係会社の米国またはその他の国における登録商 
標または商標です。 

セキュ U テイを連想させるホは McAfee ブランド製品独自の 
色です。 


その他、本書に記載されている会社ちおよび製品名は、各社 
の登録商標または商標です。 


本製品には GNU General Public License (GPL v 2). GNU 
Lesser General Public License ( LGPL ) その他に fi づきラ 
イセンスさ打るソフトウェアび含まれています。 

お客様は、当該ソフトウェアのソースコードを入手し、 
GPLV 2 または LGPL に従い、複製、頒布及び改変することび 
でをます。 

本製品の引渡からかなくとち3年間、パナソニックモバイルコ 
ミュニケーシヨンス株式会社はしソ下の問い合わせ先にお問い 
合わせされたちに、配布に要する実費をご負担いただくこと 
を条件として、機器による読取び可能な GPL V 2 /LGPL び適 
用されるソースコードの複鹽物を提供いたします。 

<お問い合わせ先> 
pmc - cs @ gg . jp . Panasonic,com 

また、ソースコードはしソ下のウェブサイト経由で入手するこ 
とをできます。 

http :// panasonic . jp / mobile / gpl - s / 

なお、ソースコードの内容等につし、てのご質問にはお答えし 
かねますので、予めご了を<ださい。携帯電話か6のダウン 
□—ドは行えません。ダウン□ー ドはお手持ちのバソコンを 
ご利用 < ださい。 

当該ソフトウェアに関する詳細 (GPL V 2 /LGPL の各ライセ 
ンス文含む）は、ホーム画面で r ~ ir ~] 一 [設定]一[端末情 
報]^ [法的情報]の手順で確認することびでさます。_ 

本製品には、上記の他、次のソフトウェアび含まれます。 

• Apache License ( v .2. C )) の下で提供される Apache 
Software Foundation び開発したソフトウェア 

• The Free Type Project License の下で巧供されるソフ 

トゥェァ 

♦に U License - に U 1.8.1 and later 
Copyright © 1995-201 1 International Business 
Machines Corporation and others 

• Anti-Grain Geometry-Version 2.4 
Copyright © 2002-2005 Maxim Shemanarev 
( McSeem ) 

• Mozilla Public License ( v . l.l ) の下で提供されるソフト 
ゥェァ 

これらのソフトウェアに関する詳細（ライセンスで含む）は、 
ホーム画面で r ~ irn 一 [設定]一[端末情報]一[法的情報]の 
手順で確認することびでをます。 


Adobe 。 円 ash " Player のエンドユーヴ.ライセンス契約 

本製品には Adobe Systems Incor 日 orated または Adobe 
Systems Software Ireland Limited (し U 下 「 Adobe 」 とす 
る）か 6 巧供されている、 Adobe またはそのライセンサーび 
権利を有するな下のソフトウェア似下「本ソフトウェア」 
とする）び含まれています。 

• Adobe 円 as が円 ayer 

本ソフトウェアの全部または一部を使用した場合は、特にが 
下の ( a ) からのに記載する制限を含む本契約上のすべての条件 
に同意したをのと見なされます。 

本契約にお客様び同意した場合、本契約はお客様および本ソ 
フトウェアを取得し、かつ自らの利なのために本ソフトウェ 
アを使用する法人に対して強制力びあり、本製品の提供ち、 
Adobe 、 Adobe のライセンサーにより執行可能とします。 
同意しない場合は、本ソフトウェアを使巧しないでください。 

( a ) お客様は本ソフトウェアを配布およびコピーすることはで 
さません。 

(b) お客様は本ソフトウェアを修正、改変することはできませ 

(C) お宮様は本ソフトウェアを1」バースエンジニアリングした 
り、逆コンパイルしたり、逆アセンブルしてはならず、本ソ 
フトウェアのソースコードを解明しよラと試みないちのとし 
ます。 

( d ) 本ソフトウェアは現状有姿にて提供されるちのであり、明 
お的であると黙示的であるとを問わず、商品性の保訟、特定 
目的適合性の保証、第王ち権利非侵害の保証を含むびこれら 
に限られない、いかなる保証をないをのとします。提供ち、 
Adobe 、 Adobe のライセンサーは、当該損害の発生の可能性 
につを認識していた場合を含む、いかなる場合においてを、 
損害、費用、派生損害、間接損害、付随的損害、特別損害、 
または利益の喪失につを、お客様に巧して賠償する責を負わ 
ず、懲罰的損害賠償を行わないちのとします。上記の制限お 
よび排除は、お客様の居住法域の法律により認められる範囲 
において適用されます。本契約に基づくまたは関連した損害 
賠償責任の総額は、本製品に対してお客様びま?ムわれた金額 
びあれば、その金額に制限されるちのとします。 

( e ) 本ソフトウェアのバージヨンによってはアクセスできない 
コンテンツび友 D ます。 

の信用の連韻を確立するために使用される証明書は無効とさ 
れ得るをのであり、新しい認明書を含む本ソフトウェアの 
バージヨンをインストール等しないとアクセスでをないコン 
テンツびあ0ます。 






























お胃い上げ品の確認 


■1Q2P 本体* 1 


■ AC アダプタ （PMCBD1) 

< AC アダプタ本体> < microUSB ケーカレ> 



■ USIM 力ード 

挿抜ツール[試供品] 



■パ‘ーコード 
目隠しシール* 2 
職供尉 



♦付属品、その他のオプション品につをましては、最害 
りのソフトバンクショップまたはお問いをわせ巧 
(なお問い合わせ巧一覧）までご連絡ください。 


♦キーを巧ず操作は、簡略なキーイラストを使用してい 


まず。 

♦この製品には、リチウムイオン電池を 
使用していまず。リチウムイオン電池は 
リサイクル可能な責重な資源でず。 


鎮 

Li-ion 00 


microSD 力ードにごいて 

本機は microSD 力ードには巧応しておりません。 
microSD 力ードの役割をまたず USB ストレージという 
なを領域を持っているため、アプリケーシヨンによって 
microSD 力ードび应要な場合は、 USB ストレージを代 
わりに使巧します。 


■クイックスタート 
■お願いとご注意（本紙） 

■保話書（本体、 AC アダプタ） 

本機には、電おび内蔵されています。 

※吕本機底面のバーコードを隠したい場合にご使用くださ 
し、貼り直しはできませんので、貼り付ける際に送話 
□をふさびないよラにごま意<ださい。 

はびす場合は、指などを痛めないよラにごま意くださ 
い。 



USIM 力ードの取日付け/取日かし 


• USIM カードの取り付け/取りがしには、 USIM カード 
挿なツールを使巧します。 

• 必ず電源を切ってから巧ってくださレ。 

■ USIM 力ードを取り付ける 

① USIM 力ードス□ットキヤップを開け、金色のに面を下 
にして、 USIM カードをスロットに途中まで差し込む 



⑤ USIM カード挿なツールを利用して、まっすぐ巧し込む 

•ガイド部で本機を挟み込むぶラにして、突起部の先端 
を USIM 力ードに確実に合わせ、「カチッ」と音びする 
まで押し込んで < ださい。 



PIN つード 


PIN コードは USIM 力ードの暗証ま号 （4 〜 S 衍）で、第二 
ちによる無断使用を防ぐために使用しまず。 

円 N コードを有効にずると、電源を入れたときに円1\1コー 
ドを入力しないと本機を使用でさません。 

•お買い上げ時は、「日日日日」に設定されています。 

■円 N コー ドの設定 
①ホーム画面で I ;E I -> [設定]- ► 

[現を地情報と七キュ U ティ]- ► [ USIM □ック設定] 

霞 [ USIM をロック]にチェック- ► PIN コードを入力- ♦ 
[ OK ] 

PUK コードについて 

PIN コードの入力を3回間違えると、 PIN コードび□ック 
されまず。 PUK コードは、この PIN □ックを解除ずるた 
めの暗証番号でず。 

♦ PUK コードについては、お問い合わせ巧（なお問い 
合わせ巧一覧）までご ii 絡ください。 


■ USIM 力ードを取り外 r 

① USIM 力ードス□ットに USIM 力ード挿巧ツールを差し 
这み、突起部で USIM カードを押し込む 

■ USIM 力ードびス I □ットから出てをますので、引さ出 
してください。 


















巧証番号について 


ソフトウェア更新 


ホーム画面で GHZ )-► [設定]- ► [端末情?巨] 
[ソフトウェア是新]- ► [サ ー A ■—か6更新] 

-*■ [ソフトウェア更新]- ► [はし、] 

-*■ [今ずぐダウン□-ド]- ► [今ずぐ更新]- ► [はし、] 

•再起動後、更新を開始します。 

•更新中はすべてのキー操作びお効になります。更新を中 
止することをでをません。 

•更新中、自動的に数回再起動します。 

ソフトウェア更新をに再起動しなかったときは、斜部接 
続端テに mircoUSB ヶーカレなどを接続していない：!犬態 
で、画を20粗化 Lhf 申し続けたちと、再度電源を入れてぐ 
ださい。 

それでを起動しないときは、ソフトバンクのが障受付 
(なお問い合わせ巧一覧）にご相談ください。 


本機の使用にちたつては、巧の暗証番号び必要になりま 
ず。 


操作用暗罰ま号 
(端末バスワード） 

4〜扫おの暗証ま号で、各機能を操作 
するときに使巧します。 

交換機巧暗註番号 
说着信規制用 
暗罰番号） 

ご契約時に登録する4おの番号で、才 
プシヨンサービスを一般電話から操作 
するとをや、発着信規制サービスの設 
定を行ラとさに使用します。 


•各晴罰ま号はおちれにならないよラ、また、他人に知6 
れないよラごを意ください。 

• 他人に知6れ悪用されたとをは、その損害について当社 
では責任を負いかねますので、あらかじめご了承<ださ 
い。 


♦各機能で暗詔番号の入力を間違えると間違いを知6せる 
メッセージび表示されまず。操作をやり直してください。 

♦交換機用暗訝ま号の入力を3回間違えたとさは、発着 
信規制サービスの設定変更びでをなぐな0まず。この 
とさは、交換機巧暗訝ま号の変更びお夏とな0まずの 
でごミ主意ぐださい。 

• LU 前、携帯電話か6発着信規制用暗罰ま号を変更され 
たお客様は、発着信規制を設定ずる隐に、そのを更さ 
れたま号を入力して < ださい。 
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まな仕様 


■ 1 02P 本体 


質量 

約103吕 

サイズ 

約已 2 X 1 23 x 7.8 mm 

連続待受時間 

3 G 

約310時間 

GSM 

約32日時間 

連続通話時間を 2 

3 G 

約310分 

GSM 

約2白0分 

巧電時間 

約1日0分 

最大出力 

3 G 

0.2已 W 

GSM 

2.日 W 


巧電び十分にされていて、通話や操作をせず、電波を 
正常に受信でをる状態で算出した、時間の目安。 

《2巧電び十分にされていて、電波を正常に送受信でをる 
状態で算出した、通話に使用でをる時間の目安。 

《3本機を温度已で〜3已むの範囲で充電した場合の目安。 
♦本機は、3白ち式と GSM ち式に対応しておりまず。 

参電池の巧電状態、機能設定げ況、気温などの使用環境や 
利巧場巧の電波状態などによ0、ご利巧可能時間び変動 
します。 


■ 内蔵電池 


電圧 

3,8 V 

容量 

11已日 mAh 

使用電池 

1」チウムイオン電池 


■ AC アダプタ 


入力 

AC 100 V 〜24 0 V 

0.14 A 已0/己 OHz 

出力 

DC 已 .OV 1 'OA 

巧電温度節囲 

己で〜3己で 

サイズ 

AC アダプタ本体：約41 X 24 X 已 3 mm 
microUSB ケーブル：約1200 mm 


• 定格/仕様およびが観は、性能向上のため予告なく変更 
することびあります。 


巧証とア フターヴー ビス 


■巧詔について 

本機をお買い上げいただいた場合は保話書が付い 

てお0まず。 

♦お買い上げ店名、お買い上げ日をご確認くださ 
い。 

♦内容をよくお読みの上、大切に保管してくださ 
い。 

♦な記期間は、保記書をご覧ください。修理を依 
頼される場合、お問い合わせ巧（なお問い合わ 
せ巧一覧）または最寄りのソフトバンクシヨッ 
プへご相談ください。その際でをるだけ詳しく 
異常の:!犬態をお聞かせください。 

♦保詔期間中は保話書の記載内容に基づいて修理 
いたしまず。 

♦保記期間をの修理につきましては、修理により 
機能が維持でさる場合は、ご要望により有料修 
理いたします。 


本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話 
などの機会を逸したために、お客様、または第二をび 
受け6れた損害につをましては、当社は責任を負いか 
ねますのでち6かじめご了承ください。 

•が障または修理により、お客樣び登録/設定した 
内容び消失/変化ずる場合びちりまずので、大切 
な電話帳などは控えをとつておかれることをおず 
ずめしまず。なお、が障または修理の際に本機に 
登録したデータ（電話帳/画像/音楽など）や設 
定した内容び消夕/を化した場合の損害につきま 
しては、当社は責任を負いかねまずのでち6かじ 
めご了承 < ださい。 

•本製をを分酷/改造ずると、電液法にふれること 
びちりまず。また、改造された場合は修理をお引 
を受けでさませんので、ごミち意ください。 

アフターヴービスについてご不明な点は、最客りのソ 
フトバンクショップまたはお問い合わせ先（なお問 
い合わせ巧一覧）までご連絡< ださい。 




































